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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は日本的死の不安モデルの検証及び、日本的霊性（宗教性）とターミナルケアとの関連について社会
心理学の立場から解明しており、17の調査と８つの章から構成されている。 
序論では、本研究の位置づけ、ターミナルケアの歴史的変遷、日本的霊性の定義、宗教性や死の不安、死観
を扱った先行研究の概観が述べられている。加えて、霊性や看取りに関する経験が、死の不安を規定するとし
た日本的死の不安モデルの説明と、本研究の問題の所在、そして研究目的が述べられている。 
第１章「Death Education」では、入棺・葬儀体験による実験的研究から、Death Educationの効果を検討し、
死の準備教育の必要性を論じている。  
第２章「医療関係者の宗教観と死観、死の不安に関する比較文化的研究」では、インド・ネパール・台湾・
日本の看護師と看護学生の宗教性、死観、死の不安を比較している。 
第３章「“老い”と宗教」の第 1節では、高齢者大学受講者への調査を基に分析を行い、高齢者の宗教性と
死の不安、老いの受容、主観的幸福感の関連を検討している。 
第４章「宗教とコミュニティ意識」では、関西圏での無作為抽出データを基にして、都市化との関連から、
宗教性とコミュニティ意識との関連を検討し、在宅ホスピスをすすめる上での課題について言及している。 
第５章「宗教と看護」は、３つの調査から構成されている。第１節では、宗教的基盤のある病院の看護師に
アンケート調査を行い、宗教性とバーンアウトとの関連を明らかにしている。第２節では、宗教的基盤のある
病院での患者や職員への面接調査や参与観察の結果から、宗教が医療に及ぼす影響に関して考察を進めている。 
第６章「宗教と脳死臓器移植」では、宗教性と脳死臓器移植への態度との関連を検討し、死や生命に関する
問題に対し、宗教性や文化的要因を考慮した生命倫理構築の必要性を論じている。 
第７章「看取りと日本的死の不安モデル」は、30歳から69歳までの一般の人々を対象に無作為抽出した調
査や遺族への調査など、４つの調査から構成されている。この章では、日本人の霊性と看取り（看取られる側
と看取る側）に関して包括的に検討すると共に、死別後の心理変化に影響する要因を解明し、加えて日本的死
の不安モデルの検証を試みている。結果から、日本人の死の不安には、個人内変数や死観よりも、どのような
宗教性を有しているか、宗教性に作用する看取りの経験が、非常に大きく影響することが明らかとなり、日本
的死の不安モデルの有効性が示されている。  
 第８章「まとめと全体的考察」では、本研究より得られた知見が総括され、日本的死の不安モデルと、日本
的霊性とSpiritual Care、ターミナルケアに焦点をあて論述し、21世紀の多死高齢社会におけるターミナルケ
アについて提言を行っている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、論者の看護師としての臨床経験を踏まえ、日本的死の不安モデルの構築とその検証を試み、ター
ミナルケアにおける日本的霊性（宗教性）の重要性を社会心理学の立場から明らかにしたものである。 
 以下に、各章の論旨の展開に沿って論評を加える。 
 論文全体は序論と８つの章から成り、17の実験・調査・面接・参与観察が報告されている。 
 序論「ターミナルケアとSpirituality」では、ターミナルケアにおける日本人固有の宗教性（日本的霊性）
の重要性を論じたうえで、日本的死の不安モデルが提唱されている。論者の臨床経験を通じて、患者の心の悩
み、魂の苦悩、霊的苦痛にどのように対処できるかという問題意識にもとづいたこのモデルは、論者の臨床経
験のみならず、それを裏付ける先行研究の精力的な渉猟によるもので、説得性と斬新さは注目に値する。 
 死の準備教育の必要性を論じた第１章「Death Education」の第１節では、看護学生を対象とした入棺・葬儀
体験による実験的研究によって、Death Educationの効果が検討されている。リアルな葬儀場面を設定したか
かる研究は欧米でも類例のない独創的なものであり、また、これによって体験的Death Educationの意義を実
証し、今後の看護学とターミナルケアのあり方に一石を投じた点は大いに評価できる。 
 第２章「医療関係者の宗教観と死観、死の不安に関する比較文化的研究」では、インド・ネパール・台湾の
医療機関にまで調査に出向き、日本の看護師・看護学生の宗教性や死生観との比較を行ったもので、前章と並
んで意欲的かつユニークな試みである。同じ東洋に属する文化のあいだに、宗教的信仰に大きな違いがあるこ
と、そしてその信仰のありようとそれに関連するパーソナリティや世界観が死の不安に影響を及ぼすことを明
らかにした意味は大きい。サンプリングの方法と論旨の展開にやや難点を指摘することができるが、本章の結
論を揺らがせるものではない。 
 第３章「“老い”と宗教」では、高齢者の宗教心、老いの受容、および主観的幸福感が死の不安といかなる関
係にあるかが問題とされ、死の不安モデルと発達理論から導出された仮説が検討されている。高齢者の死の不
安は、宗教性のなかでもとくに加護（オカゲ）観念によって和らぎ、また、加護の観念が老いを受容させ、高
いレベルの幸福感をもたらしていることが明らかにされている。これまでの諸研究では、宗教が死の不安を高
めることもあれば低めることもあるというように、相反する結果が示されてきたが、本研究は宗教性を多次元
的に捉えることによって、この矛盾を解決することに成功している。 
 第４章「宗教とコミュニティ意識」は、本研究科のCOE事業計画の一環としてなされた調査研究である。こ
こでは、都市化によって、宗教行動は減少し、宗教意識が稀薄化され、コミュニティ意識が低下するという仮
説が検討されている。仮説はほぼ検証され、そのうえで、在宅ホスピスを進めるに際して必要な地域協同意識
が都市民に稀薄であることを問題視している。本章の分析では、多くの変数が的確に整理され、論者の統計的
知識の豊富さを窺うことができる。 
 第５章「宗教と看護」は３つの調査から構成され、いずれも宗教的基盤のある病院に勤務する医療従事者が
対象とされている。第１節の、宗教性は死の不安のみならず看護師のバーンアウトにも影響を与えるという仮
説は、論者の雄大な仮説構成力を物語るものであり、また、それが見事に立証されている。第２節は宗教が医
療に果たす役割について、医療スタッフと患者への面接や参与観察をまとめたものである。面接法に再考の余
地はあるものの、本論文における唯一の質的分析は、計量的分析の背後にあって捉え切れないコンテクストを
明示することに成功しており、本論文の持つ実践的意義を十分に示している。その意味で、本節を第１章に配
置することも章立てとして有効であったかもしれない。 
 第６章「宗教と脳死臓器移植」では、日本人の固有信仰である霊魂（タタリ）観念が脳死からの臓器移植を
抑制している、との仮説を大学生を対象として検証した調査研究である。これを承けて、生命に関する問題に
対して、欧米の倫理をそのまま適用するのではなく、日本人のコスモロジーや宗教観を考慮した生命倫理の構
築が必要であることを力説している。ただ、本章の結論を一般化するためには、今後、脳死や臓器移植の問題
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に関心のより強い中・高年層も対象とした研究を蓄積することが必要であろう。 
 第７章「看取りと日本的死の不安モデル」は、これまでの章における研究のサンプリングの問題点とそれに
よる制約を克服し、諸知見を一般化するためになされた４つの調査研究より構成されている。母集団は、兵庫
県下に在住する看取り経験のある遺族、看護ステーション・介護老人福祉施設・介護老人保健施設・居宅介護
サービス事業者の４施設の職員、一般在住者、および宗教家の４種が対象とされ、総計4761名に質問紙を配布
した大規模調査の結果にもとづくものである（回収数1189名）。本章では、あらたに加えられた変数である看
取りの経験が宗教的なるものに接近させることを明らかにしたが、そのことは第１章で見いだされた Death 
Educationの効果と原理上の連結を窺わせる発見である。宗教への接近と加護観念が死の不安を和らげるとい
う知見もまた、これまでの章で繰り返し見出されたことを再確認させるものである。そして、ここでもまた、
日本的死の不安モデルの有効性が示されている。その意味で、本章はこれまでの章で明らかにされてきたこと
の普遍性を保証する役割を果たしている。敢えて難点を言えば、きわめて多くの変数を扱っているため、たと
えば重回帰分析がいくつもなされ、それぞれの関連性を把握しづらくしている。個々の重回帰分析はむしろ不
要で、最後になされている共分散構造分析でことが足りるのではないかと思われる。 
 第８章「まとめと全体的考察」では、論者の今後の研究方向と意欲が示され、前途に大いなる期待を抱かせ
るものである。 
 叙上のとおり、本論文は、論者の看護師としての経験が遺憾なく発揮され、未踏の領域に果敢に挑み、新し
い発見をもたらした力作であると評価することができる。とりわけ、従来は「死」を独立変数とした実験的研
究は困難とされてきたが、入棺・葬儀体験としてそれを組み入れた点は高く評価される。また、信頼性と妥当
性を備えた尺度を構成し、共分散構造分析を駆使して多くの変数を集約し、日本的死の不安モデルが妥当なる
ことを検証しえたことにも大きな意義を認めることができる。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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